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1　　はじめに

　
　

は
じ
め
に

　
　

　
　

　
　

　
　

　

本
書
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
質
的
研
究
、

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
論
を
展
開
す
る

も
の
で
あ
り
、
次
の
３
つ
の
関
心
領
域
が
重
な
り
合
う
地
点
に
お
け
る
筆

者
の
調
査
研
究
活
動
に
立
脚
し
て
い
る
。

（
１
）　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ

（﹇Com
puter-M

ediated Com
m
unication

、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
媒
介

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹈
研
究
）
と
そ
こ
で
の
質
的
（
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
）
ア
プ
ロ
ー
チ
の
果
た
す
役
割

（
２
）　

質
的
研
究
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
関
す
る
方
法
論
的
議
論

（
他
／
多
分
野
に
お
け
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り

と
人
類
学
に
お
け
る
懐
疑
・
模
索
）

（
３
）　

デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
伴
う
方
法
論
的
革
新
、
と
く

に
、〈
定
性
〉〈
定
量
〉
を
対
称
的
に
扱
い
、
複
合
的
に
調
査
、
分
析

を
行
う
方
法
論
（
こ
れ
を
本
書
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
メ
ソ
ッ
ド
」
と

呼
ぶ
）
の
必
要
性
。

　

筆
者
は
、
文
化
人
類
学
と
い
う
質
的
研
究
こ
そ
が
生
命
線
で
あ
る
学
術

分
野
で
専
門
教
育
を
受
け
た
が
、
偶
然
の
巡
り
あ
わ
せ
に
導
か
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
社
会
に
普
及
し
は
じ
め
た
１
９
９
５
年
前
後
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
人
文
・
社
会
科
学
分
野

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
が
未
開
拓
の
揺
籃
期
に
あ
た
り
、
文
化
人
類

学
は
、
あ
る
社
会
文
化
を
、
文
化
的
規
範
や
表
象
・
意
味
・
価
値
体
系
、

行
動
様
式
、
慣
習
と
い
っ
た
文
化
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
法
制
度
、
経

済
活
動
、
技
術
、
心
理
な
ど
も
含
め
、
多
面
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
学

術
領
域
で
あ
っ
た
た
め
、
筆
者
の
研
究
も
ま
た
、
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
社
会
集
合
的
現
象
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
行
動
、

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
文
化
的
側
面
だ
け
で
な
く
、

政
策
、
法
制
度
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
社
会
心
理
と
多
元

的
、
複
合
的
に
展
開
し
て
き
た
（
木
村 1997, 2000, 2001, 2004, 2007, 

2008, 

木
村
・
土
屋 1998

な
ど
）。

　

し
か
し
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
）
と
い
う
人
類
に

と
っ
て
の
新
た
な
活
動
空
間
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
文
化
人
類
学
徒
と
し

て
、
学
術
的
関
心
の
中
核
に
は
、
生
活
世
界
に
お
け
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
な
が
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（m

ixi

、

Facebook
な
ど
）
が
普
及
を
始
め
る
２
０
０
０
年
代
半
ば
か
ら
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
み
こ
ん

だ
生
活
世
界
の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
木
村 2012a, 
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2012b, 2015, 2016a, 2016b, 2016c, K
im

ura 2010b, 

藤
原
・
木
村 

2009
）。
そ
の
取
り
組
む
過
程
で
直
面
し
た
大
き
な
課
題
が
「
方
法
論
」

で
あ
っ
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
、
構
造
、
特
徴
な
ど
に

関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
、
社
会
心
理
学
、
社
会
言
語
学
、
情
報
科
学

な
ど
が
学
際
的
に
関
与
す
る
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
と
し
て
、
広
範
囲
に
わ
た
り
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
る

﹇
１
﹈。

Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
は
学
際
的
だ
が
、
主
流
で
あ
る
社

会
心
理
、
社
会
言
語
、
情
報
科
学
系
の
場
合
、
量
的
分
析
が
基
本
と
な
る

こ
と
が
多
い
。
利
用
有
無
、
時
間
、
動
機
、
目
的
、
効
用
、
態
度
、
感
情
、

タ
ス
ク
遂
行
な
ど
に
関
す
る
従
来
型
の
定
量
的
調
査
や
実
験
心
理
学
的
手

法
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
な
ど
の
量
的
分
析

が
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
、
Ｃ
Ｍ

Ｃ
と
い
う
表
現
が
含
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
を
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（FtF: face to face

）
と
対
照
さ
せ
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
自
体
の
特
性

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

　

他
方
、
方
法
論
的
に
文
化
人
類
学
を
特
徴
づ
け
、
そ
の
中
核
と
な
る
の

が
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
第
３
章
で
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
世
界
を
前
提
と
し
、
調
査
協
力
者

と
調
査
者
と
が
場
所
と
時
間
を
共
有
す
る
「
参
与
観
察
」（
調
査
者
が
協

力
者
の
生
活
世
界
に
参
加
、
関
与
し
な
が
ら
、
観
察
す
る
調
査
法
）
と
い

う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
に
い
か
に
文
化
人
類
学
は
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
か
。
Ｃ
Ｍ
Ｃ
に
お
け
る
「
参
与
観
察
」
を
は
じ
め
、

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
世
界
を
前
提
と
し
た
方
法
論
を
根
底
か
ら
問
い
直

す
必
要
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
合
、
Ｃ

Ｍ
Ｃ
と
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
対
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
両
者

を
含
み
こ
ん
だ
生
活
世
界
を
掘
り
下
げ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
ベ
ク
ト
ル

も
強
く
働
く
た
め
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
た
方
法
論
が
求

め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
に
関
心
を
持
つ
文
化
人
類
学
者
、
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
む
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
者
た
ち
は
、
方
法
論
的

議
論
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」

（M
arkham

 1998, 2005, Gatson 2011

）、「
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（H

ine 2000

）、「
サ
イ
バ
ー
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」

（Robinson and Schulz 2009

）、「
デ
ジ
タ
ル
人
類
学
」（H

orst and 
M

iller eds. 2012

）、「
デ
ジ
タ
ル
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（M

urthy 
2008, Pink et al. 2016

）
な
ど
、
多
様
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
本
書
で
は
第
１
章
で
議
論
す
る
理
由
か

ら
基
本
的
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
概
念
化
す

る
）
研
究
に
お
け
る
質
的
研
究
（
と
く
に
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
か
ら
の
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ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
学
術
的
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
述

の
多
様
な
方
法
論
的
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
書
が
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
異
な
る
新
た
な
概
念
を
提
起
す
る
の
は
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
、〈
定
性
的
デ
ー
タ
〉〈
定
量
的
デ
ー
タ
〉

と
い
う
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
、
常
に
デ
ー
タ
を
〈
定
性
的
〉、〈
定
量
的
〉

ど
ち
ら
の
観
点
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。
し

た
が
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
い
て
は
、

も
は
や
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
が
質
的
調
査
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
は
で

き
ず
、
定
性
、
定
量
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
る
か
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
い
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
は
、
第
一
義
的
に
、

〈
定
性
〉
と
〈
定
量
〉
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
ア
ナ
ロ

グ
世
界
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
参
与
観
察
の

「
同
時
性
・
同
所
性
」
か
ら
解
放
す
る
と
と
も
に
、
ロ
グ
デ
ー
タ
に
よ
り

調
査
協
力
者
に
干
渉
せ
ず
（
非
干
渉
的
に
）、
観
察
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
、
時
間
軸
、
空
間
軸
に
お
い
て
可
塑
的
で
、

「
多
時
的
」「
多
所
的
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、「
干
渉
型
」

（obtrusive

）、「
非
干
渉
型
」（unobtrusive

）
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
も
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
な
方
法
と
し
て
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
を
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、〈
定
量
的
〉
で
、
参
与
観
察
で
は
な
い
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

が
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が

も
た
ら
す
知
識
産
出
様
式
の
変
化
に
対
応
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
ま
さ
に
、「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
む

し
ろ
、
同
時
・
同
所
性
を
必
然
と
す
る
参
与
観
察
の
頸
木
か
ら
解
放
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
中
核
的
価
値
が
よ
り
明
確
に

現
れ
る
。
そ
れ
は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
き
、
可
能
な
限
り

先
入
見
・
先
験
的
枠
組
を
排
し
、
多
元
的
事
象
を
対
象
と
し
て
、
き
め
細

か
く
意
味
生
成
の
文
脈
に
即
し
て
掘
り
下
げ
、
理
解
・
解
釈
し
よ
う
と
す

る
、
仮
説
生
成
・
発
見
的
方
法
論
」
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
流
通
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
根
底
か
ら
変
容
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
自
体
が
、
定
性
的
、
定
量
的
、
多
時
的
、
多
所

﹇
１
﹈　

学
際
分
野
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」
に
関
わ

る
学
会
で
最
も
大
き
な
Ｉ
Ｃ
Ａ
（International Com

m
unication 

A
ssociation

）
の
基
幹
を
な
す
学
会
誌
の
１
つ
で
あ
るJournal of 

Com
puter-M

ediated Com
m

unication 

（JCM
C

）
は
、
無
料
で

公
開
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
の
現
状
を
知
る
の
に
最
適
で
あ
る
。

http://onlinelibrary.w
iley.com

/journal/10.1111/

（ISSN

）

1083-6101



はじめに　　4

的
、
干
渉
的
、
非
干
渉
的
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
展
開
し
う
る
。
仮
説
検
証

で
は
な
く
、
仮
説
生
成
的
、
発
見
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
膨
大
な
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
定
量
的
に
構
造
化
す
る
作
業
と
、
個
別
の
文
脈
（
個
々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
行
動
者
と
そ
の
行
動
）
を
参
照
し
、
意
味
生
成
の
文
脈
に
即

し
て
掘
り
下
げ
、
理
解
・
解
釈
す
る
質
的
研
究
と
を
並
立
さ
せ
、
複
合
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

以
上
が
、
本
書
第
Ｉ
部
で
展
開
す
る
議
論
の
基
盤
と
な
る
問
題
認
識
と

大
き
な
枠
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
７
章
か
ら
な
る
第
Ｉ
部
の
構

成
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
第
１
章
で
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
研
究
で
は
な
く
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
研
究
と
概
念
化
す
る
意
味
と

と
も
に
、「
技
術
」
と
「
社
会
」
に
関
す
る
本
書
の
基
本
的
な
立
場
（
関

係
主
義
に
も
と
づ
く
技
術
の
社
会
的
形
成
と
い
う
立
場
）
を
説
明
す
る
。

第
２
章
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
基
本
的
論
点

を
整
理
し
て
い
る
。
本
書
の
読
者
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
の
専
門
家
も
多
い
と
思
う
が
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
論
、
質

的
研
究
法
、
定
量
・
定
性
の
複
合
方
法
論
（M

ixed M
ethods

）
に
主
た

る
興
味
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
馴
染
み

の
な
い
読
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
想
定
す
る
。
他
方
、
第
Ⅱ
部
の
各
章

を
は
じ
め
、
本
書
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お

け
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
を
具
体
的
に
議
論
、
実
践
し
て
お
り
、
馴
染
み
の
な
い
読
者
に
本
書
の

理
解
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
論
点
を
ま
と
め
た
。

　

こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
、
第
３
章
で
は
、
先
述
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
質
的
研
究
」、「
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
に
対
し
て
、
多
様
な
学
術
分
野
、
さ
ら
に
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
も
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
量
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
適
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、

「
ス
マ
ホ
」
と
表
記
）
の
普
及
に
よ
り
、
人
々
の
行
動
、
選
好
、
思
考
、

感
情
に
関
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
が
利
用
可
能
と
な
り
、

億
単
位
の
デ
ー
タ
を
対
象
に
し
た
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
手
法
の
革
新
も
目

覚
ま
し
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
究
に
お
い
て
も
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
へ
の
関
心
が
高
く
、
多
様

な
議
論
が
展
開
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
も
人
類
学
者
が
研
究
者
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
く
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
は

い
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
る
際
の
ヒ
ト
の
行
動
、
思
考
、
心

理
や
社
会
文
化
的
文
脈
に
は
、
ロ
グ
に
回
収
さ
れ
な
い
面
も
多
く
、
文
脈

に
即
し
た
き
め
細
か
い
質
的
研
究
も
ま
た
不
可
欠
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
文
化
人
類
学

と
し
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
他
分
野
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
関
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心
に
は
、
や
や
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
、
短
慮
な
期
待
に
も
と
づ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
面
も
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
れ
ば
直
ち
に
き
め
細

か
い
文
脈
が
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
は
け
し
て
万
能
薬
で
も
、
成
功
を
約
束
さ
れ
た
方
法
で
も
な
い
。
実
際
、

文
化
人
類
学
内
部
で
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
以
来
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
と
い
う
方
法
論
と
実
践
が
、
深
刻
な
批
判
的
課
題
に
直
面
し
て
き
て
い

る
。
む
し
ろ
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
う
し
た
課
題
を
よ
り
先
鋭
な
形
で
投
げ

か
け
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
自
体
を
問
い
直
す
大
き
な
契
機
と
捉
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
を
も
と
に
、
第
４
章
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｓ
研
究
者
で
あ
る

H
ine

に
よ
る
「
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
、
文
化

人
類
学
者
で
あ
るM

iller

、H
orst

ら
に
よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
人
類
学
」
を

対
照
し
て
議
論
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
の
観
点
か
ら
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
方
法
論
が
直
面
し
て
い
る

課
題
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
核
心
に
あ
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
オ

ン
ラ
イ
ン
空
間
が
も
た
ら
す
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
変
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ア
ナ
ロ
グ
世
界
に
お
け
る
一
定
の
地
理
的
空
間
と
人
々
の
活
動
に
よ
り
境

界
づ
け
ら
れ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
は
な
く
、
空
間
、
活
動
、
境
界
、
す

べ
て
が
絶
え
ず
流
動
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
に
お
い
て
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
と
い
う
方
法
を
い
か
に
実
践
す
る
か
が
最
も
大
き
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
第
５
章
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
オ
ン
ラ
イ
ン

空
間
が
、
研
究
対
象
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
生
成
、
収
集
、
分
析

方
法
と
し
て
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
、
オ
フ
ラ
イ
ン
空
間
と
異
な
る

論
理
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
知
識
産
出
様
式
自
体
を
変
容
さ
せ
、
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
は
新
た
な
知
識
産
出
様
式
に
適
応
す
る
こ
と
で
、
革
新
し
う

る
と
議
論
す
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
デ
ー
タ
自
体
を
常
に
「
定
性
」「
定
量
」
両
面
か
ら
対
称
的
に
見
る

こ
と
が
必
然
で
あ
り
、
異
な
る
時
間
・
空
間
が
併
存
し
、「
干
渉
型
」
に

囚
わ
れ
な
い
「
非
干
渉
型
」
観
察
が
可
能
な
空
間
で
あ
る
。「
定
性
」「
同

時
・
同
所
」「
干
渉
型
」
と
い
う
軛
か
ら
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
解
き
放

つ
方
法
論
と
し
て
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
想
す
る
。

　
「
定
性
」「
同
時
・
同
所
」「
干
渉
型
」
と
い
う
特
性
を
失
う
こ
と
で
、

私
た
ち
は
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
も
つ
中
核
的
価
値
を
よ
り
明
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
６
章
は
、
そ
の
中
核
的
価
値
を
、
理
論
と
デ

ー
タ
と
の
推
論
的
関
係
が
「
仮
説
生
成
的
（abduction

）」、「
発
見
的

（heuristic

）」
で
あ
る
と
規
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
を
、Peirce

、

A
bbott

、M
cGrath

ら
の
議
論
に
も
と
づ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　

第
７
章
は
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
受
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
、
リ
サ
ー

チ
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
遂
行
す
る
過
程
に
沿
っ
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。
エ
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ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
け
し
て
整
然
と
し
た
体
系
を
な
す
方
法
論
で
は
な
い
。

暗
黙
知
的
要
素
も
多
く
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
も
と
づ
い
た
手
順
化
や
方

法
の
定
型
化
な
ど
の
形
式
化
、
体
系
化
を
拒
む
方
法
論
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
書
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
調
査
研
究
に
取
り
組

ん
で
み
よ
う
と
す
る
大
学
院
生
、
若
手
研
究
者
も
読
者
と
し
て
念
頭
に
お

い
て
お
り
、
第
７
章
で
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
形
式
知
と
し
て
定
式
化
す
る

こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
具
体
的
に
遂
行
す
る
過
程
で
生
じ
る
方
法
論
的
課

題
を
、
方
法
論
的
多
様
性
と
調
査
倫
理
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
で
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
実
践
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し

た
い
。

　

第
Ⅱ
部
を
構
成
す
る
第
８
章
か
ら
第
10
章
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ

ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
実
践
で
あ
る
調
査
研
究
と
そ
の
知
見
を
報
告
す
る
。

第
８
章
は
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
（
１
９
８
０
年
生
以
降
と
こ
こ
で
は

定
義
す
る
）
を
対
象
と
し
、
日
米
で
取
り
組
ん
で
き
た
調
査
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（V

A
P

：V
irtual A

nthropology Project

、
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア

ル
人
類
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
あ
る
。
第
Ｉ
部
の
議
論
は
、
こ
の
Ｖ
Ａ
Ｐ

を
実
践
し
、
進
展
さ
せ
な
が
ら
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
こ
れ

ま
で
に
取
り
組
ん
だ
調
査
研
究
の
な
か
で
は
、
最
も
包
括
的
に
多
岐
に
わ

た
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て
、
拙
著
『
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
時
代
』（
木

村 2012a

）
で
の
議
論
を
日
米
比
較
に
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
る
。

　

第
９
章
は
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
」
の
観
点
か
ら
み
た
モ
バ
イ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
調
査
研
究
で
あ
る
。
定
性
調
査
に
も
と

づ
き
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
定
量
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
典
型

的
な
定
性
・
定
量
の
組
み
合
わ
せ
（《
継
起
デ
ザ
イ
ン
》）
で
あ
り
、
企
業

で
の
調
査
な
ど
に
も
適
用
可
能
な
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
８
章
、
第
９
章
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
み
こ
ん
だ
生
活
世
界
を
、
オ

フ
ラ
イ
ン
で
の
調
査
を
基
盤
に
掘
り
下
げ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
第
10
章

は
、Y

ahoo!

ニ
ュ
ー
ス
コ
メ
ン
ト
機
能
の
コ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に

し
た
「
ネ
ッ
ト
世
論
」
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
調

査
で
あ
る
。
非
干
渉
型
観
察
に
よ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
文
脈
に
即
し
た

解
析
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
る
か
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
可
視
化
、
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
駆
使
し
な
が
ら
、
道
徳
基
盤

理
論
に
も
と
づ
い
た
仮
説
生
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

　

本
書
は
、
第
８
章
で
議
論
す
る
Ｖ
Ａ
Ｐ
を
基
点
に
し
て
い
る
が
、
Ｖ
Ａ

Ｐ
の
開
始
は
２
０
０
７
年
度
に
遡
る
。
10
年
に
及
ぶ
調
査
研
究
と
試
行
錯

誤
か
ら
本
書
の
議
論
は
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
、

数
え
き
れ
な
い
方
々
か
ら
の
ご
厚
情
、
ご
協
力
、
数
多
く
の
研
究
助
成
、

共
同
研
究
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
質

的
、
量
的
問
わ
ず
、
社
会
調
査
は
人
々
の
理
解
と
協
力
な
し
に
は
成
り
立

た
な
い
。
手
間
の
か
か
る
作
業
を
含
む
Ｖ
Ａ
Ｐ
に
は
、
日
米
で
延
べ
１
４
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８
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
本
書
で
議
論
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
協
力
者
は
、
や
は
り
日
米
で
延
べ
１
万
人
を
越
え
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ

の
実
施
、
道
徳
基
盤
理
論
に
関
連
し
た
社
会
調
査
に
つ
い
て
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

総
研
（
現
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
合
研
究
所
）、
ネ
ッ
ト
世
論
研
究
に
関
し
て
は

Y
ahoo!

ニ
ュ
ー
ス
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
煩
瑣
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く

計
り
知
れ
な
い
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
一
人

お
ひ
と
り
に
、
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

主
要
な
研
究
助
成
と
し
て
は
、「
サ
イ
バ
ー
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

方
法
論
的
基
礎
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
２
０
０
７
―
２
０
０
９
年
度
科

学
研
究
費
助
成
研
究
・
基
盤
研
究（
Ｃ
））、「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
も
と

づ
く
情
報
行
動
研
究
」（
２
０
０
７
年
度
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基

金
（
現
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
財
団
）
研
究
助
成
）、「
定
性
・
定
量
融
合
法
（m

ixed 
m
ethods

）
に
も
と
づ
く
「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
の
日
米
比
較
」

（
２
０
１
２
年
度
（
財
）
電
気
通
信
普
及
財
団
研
究
調
査
助
成
）、「
定

性
・
定
量
融
合
法
（m

ixed m
ethods

） 

に
も
と
づ
く
日
中
「
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
の
政
治
意
識
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
意
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
行

動
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
２
０
１
４
年
度
（
公
財
）
村
田
学
術
振
興
財

団
研
究
助
成
）
が
あ
り
、
共
同
研
究
に
は
、「
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

ユ
ー
ザ
の
行
動
調
査
お
よ
び
行
動
モ
デ
ル
構
築
の
た
め
の
分
析
手
法
の
検

討
」（
２
０
０
９
―
２
０
１
１
年
度
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
研
究
所
）
が
あ
る
。
各
助

成
機
関
、
共
同
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
、
本
研
究
を
推
進
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

こ
こ
に
記
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
と
協
働
す
る
機
会
が
数

多
く
あ
り
、
第
５
章
第
４
節
の
知
識
産
出
様
式
に
お
け
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
／

学
術
の
対
称
性
」、「
ポ
ス
ト
学
術
科
学
（postacadem

ic science

）」

に
関
す
る
議
論
を
真
剣
に
捉
え
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
心
理
学
者

の
亀
田
達
也
は
、『
モ
ラ
ル
の
起
源

―
実
験
社
会
科
学
か
ら
の
問
い
』

（
亀
田 2017

）
の
冒
頭
で
、「
教
育
学
部
や
文
学
部
を
対
象
に
、
文
系
の

学
問
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
、
こ

こ
十
数
年
ほ
ど
、
政
府
や
産
業
界
を
中
心
に
表
明
さ
れ
て
」（ibid.: i

）

き
た
と
指
摘
し
、「
人
文
社
会
科
学
の
危
機
」
に
抗
し
、
文
系
の
「
豊
満

さ
を
取
り
戻
す
た
め
の
道
筋
」
を
描
く
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
実
験

社
会
科
学
を
捉
え
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

筆
者
も
亀
田
と
同
様
の
危
機
感
を
共
有
し
て
お
り
、
本
書
も
ま
た
、
文

系
の
豊
満
さ
を
取
り
戻
す
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
社
会
学
分
野
で
は
、
２
０
１
０
年
代
に
入
り
、
よ
う
や
く

本
格
的
に
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
学
」
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
（
第
５
章
第
１
節
参
照
）、Gregory

ら
は
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
学
」

が
必
要
と
さ
れ
る
契
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
議
論
す
る
。

　
　　

過
去
40
年
に
わ
た
り
、
社
会
学
者
た
ち
は
、
方
法
論
的
革
新
を
主
導
し

て
き
た
。
と
り
わ
け
、
無
作
為
抽
出
標
本
調
査
と
深
層
面
接
法
に
お
い
て
。
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…
（
中
略
）
…
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
調
査
法
は
、
社
会
的
世
界
を
理
解

す
る
に
は
ま
す
ま
す
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
お
り
、
社
会
学
者
た
ち
は
方

法
論
的
「
危
機
」（Savage and Burrow

s 2007

）
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
法
の
価
値
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
学
者
が
「
社
会

的
な
る
も
の
」
に
つ
い
て
特
別
な
知
識
を
主
張
す
る
こ
と
が
も
は
や
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。（Gregory et al. 2016: xxiii-xxiv

）

　
　

　

文
化
人
類
学
、
社
会
学
は
19
世
紀
、
近
代
社
会
の
形
成
と
と
も
に
誕
生

し
、
近
代
化
の
過
程
で
発
展
し
て
き
た
学
術
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ナ

ロ
グ
世
界
に
お
け
る
（
ポ
ス
ト
）
産
業
化
、
都
市
化
、
植
民
地
主
義
な
ど

の
展
開
を
理
解
す
る
た
め
の
概
念
装
置
で
あ
り
、
調
査
方
法
と
し
て
定
性
、

定
量
の
各
種
社
会
調
査
法
、
理
論
的
に
は
研
究
者
の
観
察
、
内
省
に
も
と

づ
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
世

界
の
拡
大
、
機
械
学
習
、
人
工
知
能
の
革
新
的
進
展
は
、
情
報
学
的
転
回

﹇
２
﹈

と
も
呼
び
う
る
、
ヒ
ト
と
社
会
を
理
解
す
る
概
念
装
置
、
枠
組
み
を
根
底

的
に
塗
り
替
え
る
可
能
性
を
高
め
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
社
会
的
日
常
生
活
に
深
く
浸

透
し
、
今
後
も
進
展
す
る
。
文
化
人
類
学
、
社
会
学
を
は
じ
め
、
人
文
社

会
科
学
は
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
界
と
そ
こ
で
の
／
そ
れ
を
含
み

こ
ん
だ
生
活
世
界
、
ヒ
ト
、
社
会
文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
新
た
な
言
語
、

概
念
、
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に

お
い
て
、
本
書
は
、
文
化
人
類
学
徒
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
に
対
す
る
方
法
論
的
探
究
を
続
け
た
、
10
年
来
の
苦
闘
の

結
果
で
あ
る
。
浅
学
非
才
ゆ
え
、
至
ら
な
い
部
分
も
多
い
と
思
う
が
、
１

つ
で
も
多
く
の
気
づ
き
を
読
者
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
。

﹇
２
﹈　
「
情
報
論
的
転
回
」（inform

ational turn

）
に
つ
い
て
、

筆
者
は
い
ま
だ
体
系
的
に
議
論
で
き
る
だ
け
の
知
見
を
持
た
な
い
が
、

「
情
報
」
と
い
う
概
念
が
ヒ
ト
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
上
で
基
底
的

で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
理
論
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
情
報
理
論
な
ど

に
源
流
を
も
ち
、「
情
報
」
概
念
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
ヒ
ト
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
学
術
的
営
為
を
こ
こ
で
は
「
情
報
論
的
転
回
」
と

呼
ぶ
。A

dam
s 2003, Floridi 2011, Gleick 2011, 

吉
田 2013, 

西
垣 2005

（
西
垣
は
、「
情
報
学
的
転
回
（inform

atic turn

）」

と
呼
ぶ
）
な
ど
を
参
照
。



　
　
　
　

Ｉ　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー　

　
　
　


